
 

 

 

 

 

 

透析患者におけるファイザー社のｍRNA ワクチン接種後の抗体保有率 

 

2021 年 4 月現在、ワクチンの接種がいち早く進んでいるイスラエルより血液透析(HD)患者と腹膜

透析(PD)患者のワクチンの抗体保有率に関するデータが出ましたので紹介いたします。 

透析患者は様々なワクチンを接種しても免疫反応が低下しており、B 型肝炎ワクチン等でも非腎不

全患者と比して一定回数での抗体保有率は比較的低いことが知られています。 

この研究では HD 患者と PD 患者を対象に、BNT162b2 ワクチンの前向きコホート研究を実施して

います。21 日間隔で BNT162b2 ワクチンを 2 回接種した HD 患者および PD 患者を対象とし、2 回

目のワクチン投与を受けた 2～6 週間後に抗体反応の評価を受け、最大 8 週間の追跡調査を行いま  

した。 

SARS-CoV-2 の抗スパイク IgG（抗 SIgG）抗体の定量的な測定には、SARS-CoV-2 IgG II Quant

（Abbott©）アッセイを用い IgG が 50AU/m6 以上であれば陽性と定義しています。 

122 名の HD 患者では、2 回目の免疫から中央値 36 日（IQR32-40、範囲 10-48 日）の時点で、 

122 人の HD患者のうち 114 人（93.4％）が抗 sIgG陽性でした。HD患者では年齢が若いこと、血清

アルブミンが 3.5g/dl 以上であること、鉄の静脈内投与量が少ないこと、および BMI30 未満は、多変

量解析において抗体価の上昇と関連していました。 

一方、23名の PD患者のうち、22名（95.6％）が抗 S IgGの血清反応を示した。単変量解析では、

年齢が若いことと血清アルブミンが 3.5 g/dl 以上は、対数変換された抗体価の上昇と関連していた。 

145 名のコホート参加者のうち、いずれかのワクチン接種後に報告された主要な有害事象は 2 件の

みでした。主な有害事象は、1 回目のワクチン接種の 1 日後に発生した失神 1 件（HD 患者）と、2 回

目のワクチン接種の 2 日後に発生した心膜炎 1 件（PD 患者）でした。 

HD 患者および PD 患者における BNT162b2 ワクチン接種後の血清抗体陽性率は高く、健康なボラ

ンティアで報告されている血清抗体陽性率と同程度でした。 

 

要約作成者のコメント： 

今回、紹介されているワクチンは Pfizer-BioNTech の mRNA ワクチンです。鉄の静脈内投与が抗

体獲得に負の関連を持つことは HBV ワクチンにおいても過去に報告されています（Int J Clin Pract. 

2009;63(3):387-93.）。 
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